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プロジェクト研究課題名  
人口減少・高齢化、新たな農業政策下における農業・農村構造の変

化と農業生産主体のあり方に関する研究 

研 究 実 施 期 間 平成２７年度～平成２９年度 

プロジェクト研究の概要  

 減少局面に入った我が国の人口は、今後も減少傾向が続くと予想

されており、農村での人口減少と高齢化は一段と加速すると見込ま

れている。他方で、コメ政策の見直し、日本型直接支払への再編、

経営所得安定対策の見直し等の農政改革が進められ、また、平成27

年度からは新たな食料・農業・農村基本計画に基づく農業・農村政

策が推進されているところである。 

 こうした状況の下、各地域で農業生産を担う農業者や組織による

農業生産、農地集積、農地保全活動等に大きな変化が生じるととも

に、農村コミュニティにも少なからぬ影響があると予想される。 

 農業構造の改革等が円滑に進められるためには、そうした変化の

実態とそのメカニズムを的確に把握することが重要であるが、農業

生産、生産主体、農村コミュニティをそれぞれ別々に把握するだけ

では、困難と考えられる。 

 このため、（１）2015年農業センサス等のマクロデータによる農

業生産構造、農村社会構造等の統計分析と、（２）地域における農

業構造と農村コミュニティに関する実態調査を連動させ、農業の担

い手を含めた農業・農村構造の変化を横断的・総合的に把握・分析

し、農業構造改革及び農村地域政策の円滑な推進等に向けた課題を

明らかにした。 

 

評 価 結 果 

 

○評価会議名及び開催日 

「人口減少・高齢化、新たな農

業政策下における農業・農村構

造の変化と農業生産主体のあ

り方に関する研究」プロジェク

ト研究評価会 

平成２９年３月２３日（木） 

 

 

○評価委員名 

荒井 聡 委員（岐阜大学応用

生物科学部 教授） 

（小課題１）センサス分析による構造変動の解明に関する研究 

 

【評価項目ごとの評価】 （）は委員の投票数を示す。 

 

・社会的ニーズへの対応 

S:非常に大きな意義がある（２）  

A:大きな意義がある評価（１）  

 

・政策の企画・立案への貢献 

S:非常に大きな貢献が見込める（１）  

A:大きな貢献が見込める（２）  

 

・学術面からみた研究成果の評価 

S:学術的に非常に高く評価できる（１）  



仁平 恒夫 委員（ホクレン農

業総合研究所 特任技監） 

橋口 卓也 委員（明治大学農

学部 准教授） 

 

 

○評 価 基 準 

 

・社会的ニーズへの対応 

S.非常に大きな意義がある 

A.大きな意義がある 

B.意義がある 

C.意義が小さい 

D.意義は見い出しがたい 

 

 

・政策の企画・立案への貢献 

S.非常に大きな貢献が見込める 

A.大きな貢献が見込める 

B.貢献が見込める 

C.貢献は小さい 

D.貢献は見込みがたい 

 

 

・学術面からみた研究成果の評価 

S.学術的に非常に高く評価できる 

A.学術的に高く評価できる 

B.学術的に評価できる 

C.学術的な評価はやや低い 

D.学術的な評価は低い 

 

 

・研究計画の妥当性 

S.非常に良い 

A.妥当である 

B.概ね妥当である 

C.やや妥当でない 

D.妥当ではない 

 

 

・研究資源・実施体制の妥当性 

S.非常に良い 

A.妥当である 

A:学術的に高く評価できる（１）  

B:学術的に評価できる（１）  

 

・研究計画の妥当性 

A:妥当である（２）  

B:概ね妥当である（１）  

 

・研究資源・実施体制の妥当性 

A:妥当である（２）  

B:概ね妥当である（１）  

 

・研究目標の達成度 

A:達成度は高い（２）  

B:概ね達成している評価（１）  

 

・総合評価基準 

１ :順調に進行しており、問題はない（３）  

 

【評価委員からの主な意見】 

○ 農林水産政策研究所に期待される多くの研究テーマの中でも、５

年毎の調査結果分析ということで、特に注目されるものである。

社会的にも政策立案上も、極めて重要な意義をもつものえある

が、集団的にセンサス分析ができる組織は、事実上、農林水産政

策研究所以外にない。 

○ 他の農業統計、とりわけ圃場整備と農地流動化・集落営農の組織

化との関係についても、研究を進めてほしい。 

○ 今後、データ入手を急ぎ、市町村別数値での分析を進めるととも

に、組み換え集計の実施や他のデータとの接合等も行い、地域別

の克明な分析を深められることを期待する。 

 

（小課題２）広域的な連携による農業集落の再生に関する研究 

 

【評価項目ごとの評価】 （）は委員の投票数を示す。 

・社会的ニーズへの対応 

S:非常に大きな意義がある（１） 

A:大きな意義がある（２） 

 

・政策の企画・立案への貢献 

A:大きな貢献が見込める（３） 

 

・学術面からみた研究成果の評価 

A:学術的に高く評価できる（１） 

B:学術的に評価できる（２） 



B.概ね妥当である 

C.やや妥当でない 

D.妥当ではない 

 

・研究目標の達成度 

S.達成度は非常に高い 

A.達成度は高い 

B.概ね達成している 

C.達成度はやや低い 

D.達成度は低い 

 

 

・総合評価 

１．順調に進行しており、問題はな

い 

２．ほぼ順調であるが、改善の余

地がある 

３．計画等を変更する必要がある 

４．中止すべきである 

 

・研究計画の妥当性 

A:妥当である（２） 

B:概ね妥当である（１） 

 

・研究資源・実施体制の妥当性 

A:妥当である（２） 

B:概ね妥当である（１） 

 

・研究目標の達成度 

A:達成度は高い（１） 

B:概ね達成している（１） 

C:達成度はやや低い（１） 

 

・総合評価基準 

１．順調に進行しており、問題はない（２） 

２．ほぼ順調であるが、改善の余地がある（１） 

 

【評価委員からの主な意見】 

○ 内発的に進められている農業集落再生の試みが広域化する必然

性を解明することは重要な社会ニーズになっている。そうした社

会ニーズに応える重要な研究課題を現地調査に基づき順調に深

めている。 

○ 集落の状況は一様ではなく、加えて今後の方向性については住 

○ 民の意思も大いに尊重する必要があり、そのような点で、過度に

政策誘導に繋げることには配慮が必要。 

○ 必要と想定される調査対象も基本的に網羅されており、また十分

な研究体制が組まれている。さらに、ほぼ順調に研究計画に沿っ

て研究が実施されており、成果も意義あるものと判断される。 

○ 現地調査を終えて、まだ分析を行っていない部分については、統

一的な指標を明確にして、類型化等も行いながら早急に分析を深

化されることを期待する。 

 

今 後 の 対 応 方 針 

○ センサス分析による構造変動の解明に関する研究については、他

の統計データとリンクさせた分析、集落カードを使った分析、組

み換え集計の実施等により、地域別の分析を深める。また、統計

では把握しきれない動向や、統計データの変動要因を明らかにす

るための現地調査も実施する。 

 

○ 広域的な連携による農業集落の再生に関する研究については、実

施済みの現地調査結果の分析を急ぎ、必要な補完調査を行った上

で、3年間の研究成果をとりまとめる。 

 


